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【令和８年度 主な事業】
【最重点施策】
　①健康づくりと地域医療の充実
　　♦病院整備事業（重点支援地方交付金分含む）・・・・・１億２，７９８万５千円
　　♦健康づくり推進活動事業（人間ドッグ）・・・・・・・・・・・・・２４０万円
　　♦予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，４０９万８千円

　②教育充実のための整備
　　♦教育支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，２６２万３千円
　　♦小学校机購入事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８５万６千円
　　♦学校施設整備事業（小学校）・・・・・・・・・・・・・・・・１，４９３万円
　　　（高原小学校屋内運動場のトイレ改修工事）

　③危機管理体制の充実
　　♦農業水路等長寿命化・防災減災事業（鷹巣中尾地区）・・・・・・・７００万円
　　♦県単独土地改良事業（中切地区）・・・・・・・・・・・・・・・・３６８万円
　　♦消防ポンプ自動車購入事業・・・・・・・・・・・・・・・・・３，３００万円
　　♦多目的防災拠点施設整備事業（下麓区）・・・・・・・・・・・・・５５０万円

　④第一次産業（農業・林業・畜産業）の振興
　　♦環境保全型農業直接支払交付金事業・・・・・・・・・・・・・４４７万４千円
　　♦再造林率向上強化対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８０万円
　　♦未来につなぐ園芸基盤強化対策事業・・・・・・・・・・・・・・・３００万円
　　♦優良繁殖素牛導入支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５０万円
　　♦県営畑地帯総合整備事業　祓川第２地区・・・・・・・・・・・・・８００万円
　　♦県営畑地帯総合整備事業　日守１－１期地区・・・・・・・・・１，５８０万円

　⑤商工観光の振興
　　♦地域商社活動・開発推進事業・・・・・・・・・・・・・・６，４０９万５千円
　　♦高原町商工会補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２９万８千円
　　　（町内事業者連携多角的支援事業含む）
　　♦高原町地域彩生デザイン支援事業補助金・・・・・・・・・・・・・１５０万円
　　♦高原町観光協会運営支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・１，３３３万円
　　♦御池フローティングサウナ設計・施工・プロモーション事業・・２，０００万円
　　♦皇子原公園・御池キャンプ村管理運営委託事業・・・・・・・・１，５００万円
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【令和8年度の施政方針】

予算額　７５億７，９００万円
【令和8年度の施政方針】

予算額　７５億７，９００万円

▲高原小学校屋内運動場
　トイレ改修工事

▲子牛品評会の様子

▲御池、松の港の桟橋

▲施策方針
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　⑥子育て支援・少子化対策
　　♦保育料等負担軽減事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４７万６千円　　　　　　　　　　　　　　　　
　　♦放課後児童健全育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・５，６０４万７千円
　　♦地域子育て支援拠点事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・７２４万５千円
　　♦病児保育事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，０５７万４千円
　　♦利用者支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，３８７万９千円
　　♦妊婦のための支援給付事業・・・・・・・・・・・・・・・・７４０万円１千円

　⑦公共施設の整備　　
　　♦霧島美化センター資源ごみ保管庫棟整備事業・・・・・・・・・４１７万５千円
　　♦柳町団地４４棟解体工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・６５３万８千円
　　♦後川内団地７年棟外壁補修工事・・・・・・・・・・・・・・・５７６万６千円
　　♦高原町総合運動公園多目的芝生広場観覧席設置事業・・・・５，７７９万７千円
 
【重点施策】
　　１．ふるさと納税特産品贈呈事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・約５億円
　　２．移住・定住の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　♦たかはる移住定住促進事業
　　　　　移住定住支援金交付事業・・・・・・・・・・・・・・・・３４０万８千円
　　　　♦地域おこし協力隊員設置事業・・・・・・・・・・・・・・４，０６８万円
　　３．高齢者支援
　　　　養護老人ホーム峰寿園運営事業（施設修繕含む）・・１億６，３９０万４千円
　　４．資源と魅力を生かした地域の活性化　
　　　　集落支援員設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４５３万６千円
　　５．地域交通の充実
　　　　広域的コミュ二ティバス（悠々パス購入補助金含む）・・・・５９６万９千円　

【主な新規事業】
　　♦宮崎県議会議員選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５４万７千円
　　♦イントラネットワーク主用設備移設整備事業・・・・・１億５，４１０万３千円
　　♦飼い主のいない猫等不妊去勢手術助成事業補助金・・・・・・・・・・７５万円
　　♦家庭用生ごみ処理機等購入費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・７０万円
　　♦舗装補修事業（単独）二葉・並木線（舗装打換え）・・・・・・２，０６０万円
　　

　　♦後川内浄水場　２号取水井戸ポンプ交換工事・・・・・・・・・・・５００万円
　　♦町道後川内保育所線他１路線　配水管布設替工事・・・・・・・１，０００万円

　

▲舗装補修事業（単独）
　二葉・並木線

▲町道後川内保育所線他１路線配水管
　布設替工事場所

▲後川内団地７年棟外壁補修
　工事

▲後川内浄水場２号取水井戸ポンプ交換工事

▲霧島美化センター資源ごみ
　保管庫棟整備事業

▲イントラネットワーク主用設備
　移設整備事業（ほほえみ館展
　示室改修工事）

▲総合運動公園多目的芝生広場
　観覧席設置工事予定地

現地調査【水道会計】
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１月
臨時会

第１回臨時会において、報告２件、議案４件（条例１件、補正予算２件、
その他１件）が提案され、原案どおり、可決しました。

【報　告】
　〇事故の和解及び損害賠償の額を定めた件・・・２件
【議　案】
　〇高原町手数料条例の一部を改正する条例…コンビニ交付の住民票、印鑑登録証明書３００円→１５０円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和８年３月１６日～令和９年３月３１日まで）
　〇令和７年度高原町一般会計補正予算（第８号）・・・・・・・・・・補正額　１億２,４２８万５千円
　　　　　※主なもの　　　
　　　　　　・重点支援地方交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・補正額　９,０００万円
　　　　　　　　たかはる暮らし応援商品券を配布するもの（経費含む）　　　　
　〇令和７年度高原町病院事業会計補正予算（第３号）…不採算地区病院の運営に要する経費・・補正額　５６１万円
　〇指定管理者の指定
　　　　　　・高原町総合運動公園を（有）宮之城観光会館[皇子原温泉健康村]が管理する
　　　　　　　　令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで

３月
定例会

第２回定例会において、報告３件、承認１件、議案２７件（条例１１件、
補正予算６件、予算９件、その他１件）が提案され、原案どおり、承認、可決
しました。　発議１件は、可決されました。

【報　告】
　※主なもの　
　〇奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社　第６期事業計画
　　　　　　・令和７年度ふるさと納税寄付額（実績見込）・・・・・・・・・・・・・・・・約５億円
　　　　　　　　　　　　　第５期における決算見込み額　５２２万１,０４８円（当期純利益）
【承　認】
　〇令和７年度高原町一般会計補正予算（第９号）・・・・・・ ・・・・・・・補正額　９５３万５千円
　　　　　　・令和８年２月８日執行の衆議院議員選挙にかかる経費
【条例改正】　
　※主なもの　
　〇課設置条例等の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　・課の見直しと、町民等に分かりやすい課の名称に変更　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　〇一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　他２件
　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・人事院勧告等による改定　　　　　　

【令和７年度補正予算】　　　　　　　　　　　　  　　　　　補正額　　　　　　　    予算計
　〇国民健康保険特別会計補正予算（第３号）　　　　　２,９６９万５千円　  １４億６,２４２万３千円
　〇介護保険事業特別会計補正予算（第３号）保険事業　　 ３１２万５千円　  １５億３,３１９万１千円　
　〇後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）　　　　　　１,３６１万円　　  ３億４,１７８万９千円
　〇病院事業会計補正予算（第４号）病院事業収益　２億１,８７９万７千円　　  ９億４,８５８万２千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　病院事業費用　　　２,４８８万８千円　　  ９億４,２７６万１千円

　〇高原町一般会計補正予算（第１０号）　　　　　１億５,９４８万２千円　  ７４億８,９２８万２千円　　　
　

   〇高原町一般会計補正予算（第１１号）　　　　　　　　　１,７１４万円　   ７５億　６４２万２千円
　　　

・入り口ドア、屋根の改修、室内の柱の
　補強をする等。
・鍵はつけない。（避難所）
・管理委託を考えている。

高千穂峰　山頂避難小屋の整備
　　　　　　　　　３,２００万円

・どういう工事か。
・鍵を付けるのか。
・誰が管理するのか。

観光費

Ｑ： Ａ：

・１人１５,０００円の上乗せ
・３月３１日現在、１８歳未満の１,０９５名
・４月下旬から５月を予定。

物価高対応子育て応援手当上乗せ
支給事業（県単独事業）

・詳細と対象人数は。
・給付はいつ頃か。

児童福祉費

Ｑ： Ａ：

議
会
の
あ
ら
ま
し

総合政策課 企画政策課

税務会計課

　　　商工観光課

農政林務課 農地林務課

産業創生課

税務課
会計課　　　　

※一部が総務課へ

※収益的収支のみ記載

※一部が企画政策課へ
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・お話相手のボランティアスタッフが減
　ったので１８万円の減である。
・検討する。

茶飲み場及びお話相手事業の委託
経費　　　　　　２９４万４千円　

・昨年より減っている
　がなぜか。
・ボランティアスタッ
　フへ交通費1回200
　円は安いのでは。

老人福祉費

Ｑ： Ａ：

・１７クラブ、会員５１５名。連合会の
　繰越金とイベントごとの助成で賄って
　ほしい。

老人クラブ活動費事業
　　　　　　　　１１９万４千円

・現在の老人クラブの
　状況は。増額できな
　いか。

老人福祉費

Ｑ： Ａ：

・令和７年度は１２世帯の９３回、生活
　物資を持って訪問し、見守り相談活動
　を行っている。

支援対象児童等見守り強化事業
　　　　　　　　８２５万９千円 ・事業の実績と活動は。

児童福祉費

Ｑ： Ａ：

【その他】
　　〇第６次高原町総合計画の基本計画の変更
【令和８年度の主な予算内容】

【発　議】
　　〇民生委員・児童委員の処遇改善を求める意見書・・・・・・・・・・・全会一致で可決

各会計 予算額 前年度増減額
一般会計 ７５億７,９００万円 ９億３,２００万円

国民健康保険特別会計 １４億６,４７３万１千円 ５,６５３万１千円
介護保険事業特別会計(保険事業勘定) １４億２１８万４千円 △１,１１１万８千円

△１,５９７千円〃       (介護サービス事業勘定) ３８３万６千円
後期高齢者医療特別会計 ３億5,１８１万５千円 ２,６７１万２千円

事　　業 営業（医業）収益 営業（医業）費用
水道事業

農業集落排水事業
病院事業

１億７,０５３万９千円 １億７,２７７万円
５４２万円 ４,６１２万１千円

６億５,３１１万７千円 ９億４,１２８万１千円

・本年度は、ＪＡから坂元商店まで。
・コンクリートの亀裂を埋めてアスファ
　ルトを敷く。

町道の舗装打換え　二葉・並木線
　　　　　　　　  ２,０６０万円

・並木郵便局のカーブ
　の所までできないか。
・亀裂はなくなるのか。

道路維持費

Ｑ： Ａ：

・夏休み以降、小学校高学年、中１年生
　を対象に２４回程度を考えている。
・モデル事業であり、ボランティア的な
　要素が多い。

地域学校協同活動事業
　　　　　　　　   １１万５千円

・放課後公営塾のこと
　だが、この予算でで
　きるのか。
・しっかりした物をや
　ってほしい。

教育振興費

Ｑ： Ａ：

・松の港、桟橋に付設する御池に浮かぶ
　サウナ。１日、１２名×２００日の営
　業を見込んでいる。

御池フローティングサウナ設計・
施工・プロモーション事業
　　　　　　　　  ２,０００万円

・フローティングとは。
・どういうプランなの
　か。

観光費

Ｑ： Ａ：

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

採決が分かれた議案の議員別賛否一覧 　令和８年第２回定例会　議決結果（内容）

⑥
西
嶋
陽
代

⑨
末
永 

充

⑧
郡
山
貞
利

②
福
澤
卓
志

⑦
外
村
　
仁

①
岩
元
礼
子

③
温
水
宜
昭

④⑤
山
下
香
織

⑩
前
原
淳
一

議   案

番   号
件　　　　　　名

議
決
結
果

令和８年度高原町一般会計予算

令和８年度高原町国民健康保険特別会計予算

議案第18号

議案第20号

−○○○●○○○○可
決

可
決 −

−

− ○○○●○○○○

一般会計予算・決算常任委員会で審査した主なもの

▲討論の様子

▲発議第１号
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に
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メ
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源
と
し
て
の
寄

附
獲
得
を
強
く
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　
中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
の
作
成
や

公
表
に
つ
い
て
。

答　
令
和
７
年
度
決
算
を
踏
ま
え
、
財
政

収
支
見
直
し
を
進
め
た
い
。

●
役
場
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て

問　
役
場
組
織
分
散
の
影
響
は
。

答　
行
政
組
織
の
分
散
に
よ
り
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
る
が
、
解
消
に
向
け
て
ほ

ほ
え
み
館
周
辺
に
役
場
機
能
を
移
転
す
べ

き
と
の
認
識
で
あ
る
。

問　
職
員
の
知
識
や
技
術
向
上
に
つ
い
て

答　
人
事
配
置
の
適
正
化
を
進
め
、
国
、

県
と
の
人
事
交
流
や
研
修
職
員
の
派
遣
を

継
続
し
、
職
員
の
知
識
習
得
や
人
脈
形
成

を
図
っ
て
い
く
。

問　
課
長
が
係
の
業
務
を
兼
務
す
る
課
が

見
受
け
ら
れ
る
が
。

答　
今
後
の
人
口
減
少
を
踏
ま
え
れ
ば
、

安
易
な
職
員
採
用
は
避
け
る
必
要
が
あ
り
、

定
員
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
努
め
て
い
く
。

（一般質問の様子）

温水　宜昭議員
ぬくみず　 よしあき

（一般質問の様子）

郡山　貞利議員
こおりやま    さだとし

●
高
原
町
財
政
に
つ
い
て

問　
公
共
施
設
等
整
備
に
数
十
億
円
規
模

の
予
算
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

答　
国
の
補
助
金
、
交
付
金
の
活
用
検
討

や
、
地
方
債
や
基
金
を
想
定
し
、
国
、
県

に
対
し
、
財
源
確
保
に
向
け
情
報
収
集
等
、

努
め
て
い
く
。

問　
公
共
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の
現
状

は
。

答　
学
校
建
設
は
高
原
中
学
校
の
空
き
教

室
を
利
用
し
、
必
要
最
小
限
の
建
設
と
す

る
よ
う
検
討
し
、
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は

既
存
施
設
で
あ
る
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
ほ
ほ
え
み
館
や
中
央
公
民
館
等
の
部
局

配
置
等
も
踏
ま
え
、
早
急
に
方
針
を
示
し

た
い
。

●
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
人
口
減
（
生
産
人
口
）
に
よ
る
町
税

収
入
確
保
は
。

答　
直
近
で
の
町
税
は
法
人
税
の
増
加
等

に
よ
り
微
増
で
あ
る
が
、
今
後
は
適
正
か

つ
公
平
な
課
税
や
収
納
率
向
上
に
力
を
入

れ
た
い
。

丸
山
町
長 

所
信
表
明
の
具
体
策
に
つ
い
て

丸
山
町
長 

所
信
表
明
の
具
体
策
に
つ
い
て

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

問　
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進
に

向
け
て
、
新
た
な
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に

実
践
さ
れ
る
の
か
。

答　
確
か
な
学
力
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

小
中
一
貫
校
の
特
性
を
生
か
し
、
９
年
間

を
見
通
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し
、
毎
年

度
の
検
証
と
改
善
を
行
う
。
今
後
は
地
域

学
校
協
働
活
動
の

一
環
と
し
て
、
放

課
後
等
に
お
い
て

児
童
生
徒
の
学
習

を
支
援
す
る
公
営

塾
を
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
教
科
担
任
制
、
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編

成
、
振
り
返
り
学
習
な
ど
の
学
力
の
底
上

げ
を
図
る
取
り
組
み
は
。

答　
た
か
は
る
学
園
で
は
小
中
の
教
職
員

を
兼
務
さ
せ
、
専
門
性
を
生
か
し
た
指
導

体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。
振
り
返
り

学
習
に
つ
い
て
は
、
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編

成
に
よ
る
指
導
や
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
活
用

し
た
個
別
最
適
な
学
習
を
組
み
合
わ
せ
、

児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
踏
ま
え
た
支
援

体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

●
建
設
行
政
に
つ
い
て

問　
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
導
入
の
進

捗
状
況
は
。

答　
県
内
で
空
き
家
等
の
除
却
に
関
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
は
16
自
治
体

で
、
国
の
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
を
活

用
し
て
い
る
の
が
15
自
治
体
、
独
自
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
の
が
４
自
治
体
で
あ
る
。

町
内
に
も
事
業
の
対
象
と
な
り
う
る
建
物

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
要
綱
や
規
則
等

の
制
定
に
向
け
調
査
を
進
め
て
い
く
。

問　
通
学
路
の
管
理
に
つ
い
て
は
予
算
の

都
合
上
年
１
回
の
管
理
に
な
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
危
険
度
は
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま

で
あ
る
。
危
険
箇
所
の
地
権
者
に
承
諾
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民

が
伐
採
、
草
刈
り
を
出
来
る
よ
う
に
す
る

考
え
は
。

答　
危
険
箇
所
の
地
権
者
の
情
報
を
建
設

水
道
課
で
提
供
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
安
全
確
保
に
努
め

て
い
き
た
い
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ



（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

●
町
内
特
産
品
開
発
等

問
　
町
内
特
産
品
開
発
の
状
況
は
。

答　
地
域
商
社
に
よ
る
開
発
と
し
て
、
チ

ュ
ロ
ス
、
ニ
ジ
マ
ス
の
干
物
が
あ
る
。

問
　
た
ち
ば
な
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
後
の

特
産
品
等
の
状
況
は
。

答　
「
た
か
は
る
の
お
茶
」
が
販
売
開
始

し
て
い
る
。

問
　
今
後
の
計
画
は
。

答　
橿
原
市
（
神
武
天
皇
「
日
本
建
国
の

地
」
）
と
繋
が
り
な
が
ら
、
高
原
町
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。
ま
た
、
た
か
は
る
学
園
の

開
校
記
念
に
「
た
ち
ば
な
を
使
っ
た
ア
イ

ス
」
を
配
布
す
る
計
画
が
あ
る
。

●
職
員
定
数
等

問
　
行
政
組
織
に
関
す
る
人
員
配
置
に
関

す
る
町
長
の
考
え
方
は
。

答　
課
題
や
政
策
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
正
規
職
員
・
専
門
職
職
員
の
充
足
が

必
要
で
あ
る
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で

あ
っ
て
も
正
規
職
員
へ
の
登
用
が
で
き
な

い
か
。

答　
採
用
の
公
平
性
か
ら
、
公
務
員
採
用

試
験
を
経
て
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

●
病
院
運
営

問
　
皮
膚
科
と
眼
科
の
診
療
は
で
き
な
い

か
。

答　
医
師
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
。

問
　
退
院
前
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
取
り
組
ん

で
も
ら
え
な
い
か
。

答　
今
後
も
回
復
期
病
床
と
し
て
の
対
応

も
行
な
っ
て
い
く
。

議会だより　たちばな 07　

福澤　卓志議員
ふくざわ　   たくじ

岩元　礼子議員
いわもと　   れいこ

●
高
齢
者
工
芸
セ
ン
タ
ー

問
　
高
齢
者
以
外
の
一
般
町
民
で
も
利
活

用
で
き
な
い
か
。

答　
昭
和
63
年
に
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
設
置
し
、
高
齢
者
の
活
用
が
メ
イ
ン

の
施
設
で
あ
る
。

問
　
利
用
す
る
に
は
高
齢
者
を
交
え
な
い

と
で
き
な
い
か
。

答　
高
齢
者
を
一
人
で
も
交
え
れ
ば
利
用

可
能
。

●
生
活
困
窮
対
策
等
の
取
組

問
　
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
な
っ
て
い
る

か
。

答　
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
経
済
的
な
給

付
、
学
習
生
活
サ
ポ
ー
ト
、
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
（
専
門
窓
口
）
で
の
各
種
相
談

支
援
な
ど
で
あ
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
高

原
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
。

問
　
生
活
困
窮
し
て
い
る
町
民
へ
の
支
援

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

答　
単
な
る
経
済
的
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

町
民
一
人
一
人
の
尊
厳
を
守
り
、
孤
立
さ

せ
な
い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。
自

立
相
談
支
援
の
強
化
や
各
種
団
体
、
地
元

企
業
と
連
携
を
密
に
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

創
意
工
夫
で
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

創
意
工
夫
で
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

●
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確

保
、
支
援
に
つ
い
て
。

答　
全
国
的
に
も
不
登
校
児
童
生
徒
の
増

加
し
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
不
登
校

児
童
生
徒
が
い
る
こ
と
は
承
知
を
し
て
い

る
。
全
て
の
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
び
、

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、
ふ
る
さ
と
高

原
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ

く
り
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
全
て
の

児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確
保
を
図
り
た

い
。

問
　
子
供
た
ち
の
相
談
、
支
援
の
対
応
、

ま
た
そ
の
環
境
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

答　
全
て
の
児
童
生
徒
に
毎
月
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
、
教
師
が
対
応
し
、
ま
た
教
育

委
員
会
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
関

係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
対
応

し
て
い
る
。
学
校
に
通
え
な
い
児
童
生
徒

に
つ
い
て
は
安
心
す
る
こ
と
の
で
き
る
場

所
や
学
習
す
る
内
容
を
子
供
や
保
護
者
と

話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
。
関
係
者
が
支

援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問
　
学
校
に
い
け
な
い
児
童
生
徒
へ
の
対

応
は
。

答　
適
応
指
導
教
室
を
設
置
し
て
お
り
児

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
て

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
て
童
生
徒
の
学
校
復
帰
を
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
児
童
生
徒
の
家
庭
に
訪
問
し
、
個
性
、
特

性
、
背
景
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
機
関
の
取
組

と
必
要
性
は
。

答　
全
て
の
児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確

保
を
す
る
た
め
、
連
携
が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
家
庭
へ
の
支
援

は
。

答　
保
護
者
の
不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
い

心
理
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

必
要
に
応
じ
て
多
様
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

●
物
価
高
騰
に
よ
る
農
業
支
援
に
つ
い
て

問
　
定
期
的
な
飼
料
価
格
高
騰
対
策
補
助

を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答　
飼
料
価
格
１
ｔ
当
た
り
１
，
０
０
０

円
を
頭
数
、
給
与
量
に
応
じ
て
支
援
す
る

畜
産
飼
料
高
騰
対
策
支
援
事
業
。
令
和
６

年
１
月
〜
12
月
出
荷
さ
れ
た
子
牛
に
対
し

て
１
頭
当
た
り
３
，
０
０
０
円
を
支
援
す

る
和
牛
繁
殖
経
営
緊
急
対
策
支
援
事
業
。

園
芸
農
家
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対
策
事
業
。

今
後
も
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

問
　
各
種
補
助
金
の
案
内
周
知
は
。

答　
積
極
的
に
案
内
周
知
に
努
め
る
。

問
　
ヘ
ル
パ
ー
要
員
確
保
・
育
成
の
た
め

の
補
助
金
の
利
用
は
。

答　
西
諸
地
域
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
・
高
原
町

和
牛
ヘ
ル
パ
ー
組
合
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

●
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
往
来
に
つ
い
て

問
　
大
型
ト
ラ
ッ
ク
往
来
に
よ
る
住
民
調

査
の
依
頼
に
つ
い
て
。

答　
騒
音
、
振
動
の
相
談
は
数
件
受
け
て

い
る
。
調
査
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
必
要

性
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ



（一般質問の様子）

●
移
住
・
定
住
の
施
策
に
つ
い
て

問
　
空
き
家
活
用
の
具
体
的
な
方
向
性
は
。

答　
空
き
家
の
改
修
や
借
り
上
げ
に
よ
る

公
的
サ
ブ
リ
ー
ス
は
有
効
な
取
組
で
あ
り
、

空
き
家
解
消
と
移
住
促
進
の
両
面
か
ら
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
未
利
用
の
公
的
住
宅
や
空
き
家

の
活
用
等
、
実
施
可
能
な
施
策
か
ら
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

問
　
人
口
減
少
対
策
の
基
本
的
な
考
え
は
。

答　
住
宅
確
保
や
雇
用
環
境
の
整
備
を
進

め
つ
つ
、
移
住
者
増
加
だ
け
で
な
く
関
係

人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
も
含
め
て
総
合

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

財
政
措
置
が
さ
れ
る
た
め
25
％
だ
け
が
収

入
減
に
な
る
。

●
学
校
関
連
施
策
に
つ
い
て

問
　
狭
野
小
学
校
、
広
原
小
学
校
、
後
川

内
小
・
中
学
校
の
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
。

答　
後
川
内
小
学
校
に
つ
い
て
は
校
舎
の

一
部
を
後
川
内
ま
ち
づ
く
り
準
備
委
員
会

や
、
町
が
埋
蔵
文
化
財
保
管
室
等
に
活
用

す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
後
川
内
中
学
校

に
つ
い
て
は
公
募
に
よ
り
民
間
事
業
者
や

関
係
団
体
か
ら
幅
広
く
提
案
を
募
集
す
る

な
ど
、
地
域
に
と
っ
て
最
適
な
活
用
方
法

を
実
現
す
る
べ
く
対
応
し
て
い
く
。
狭
野

・
広
原
の
各
小
学
校
に
つ
い
て
は
学
校
跡

地
利
活
用
検
討
委
員
会
を
今
後
開
催
し
、

協
議
を
進
め
て
い
く
。

問
　
体
育
館
は
地
域
住
民
で
の
活
用
や
避

難
所
と
し
て
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
と

思
う
が
、
空
調
設
備
を
設
置
す
る
予
定
は

な
い
か
。

答　
す
べ
て
の
体
育
館
に
お
い
て
空
調
設

置
を
す
る
場
合
、
経
費
が
非
常
に
大
き
く

な
る
た
め
、
今
後
他
の
公
共
施
設
整
備
と

の
優
先
順
位
を
検
討
し
た
う
え
で
、
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（一般質問の様子）

山下　香織議員
やました　   かおり

外村　　仁議員
ほかむら　      ひとし

●
本
庁
舎
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

問
　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
状
況
は
。

答　
庁
舎
の
一
部
天
井
や
床
仕
上
げ
材
に

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。

問
　
健
康
リ
ス
ク
の
認
識
は
。

答　
本
庁
舎
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
建
材
は
、
発
じ
ん
性
の
比
較
的

低
い
「
作
業
レ
ベ
ル
３
」
と
判
断
さ
れ
て

い
る
。

問
　
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
の
検
討
は
し
た

か
。

答　
仮
設
庁
舎
へ
の
移
転
を
伴
う
耐
震
補

強
・
改
修
工
事
に
よ
り
、
事
業
費
が
約
３

億
円
か
ら
６
億
４
，
９
０
０
万
円
へ
と
大

幅
に
増
加
し
た
為
、
断
念
し
た
経
緯
が
あ

る
。
早
い
段
階
で
飛
散
防
止
対
策
を
考
慮

し
た
適
切
な
解
体
も
含
め
た
検
討
が
必
要
。

問
　
今
後
の
庁
舎
整
備
の
方
向
性
は
。

答　
公
の
た
て
も
の
等
整
備
検
討
委
員
会

に
て
精
査
し
方
向
性
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
。

後
回
し
に
し
な
い
動
き
を
求
む
!!

後
回
し
に
し
な
い
動
き
を
求
む
!!

●
町
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
施
策
に
つ

い
て

問
　
メ
タ
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
維
持
管
理

費
用
の
財
源
と
支
払
先
は
。

答　
月
額
約
30
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
お

り
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
町
外
の
事
業

者
に
対
し
、
必
要
最
小
限
の
管
理
費
の
み

を
支
払
う
形
と
し
て
い
る
。
可
能
な
限
り

一
般
財
源
に
依
存
し
な
い
形
を
目
指
し
て
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
財
源
確
保
の

工
夫
を
行
う
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
　
令
和
６
年
度
と
比
較
し
て
の
増
減
と

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
。

答　
令
和
７
年
度
は
約
１
億
２
千
万
円
減

の
約
５
億
円
と
な
る
見
込
み
。
現
時
点
で

ふ
る
さ
と
納
税
が
普
通
交
付
税
の
基
準
財

政
収
入
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

町
民
が
他
自
治
体
に
対
し
て
ふ
る
さ
と
納

税
を
行
っ
た
場
合
に
基
準
財
政
収
入
額
は

減
る
が
、
75
％
は
普
通
交
付
税
に
お
い
て

賛
否
の
あ
る
施
策
は
丁
寧
な
説
明
を

賛
否
の
あ
る
施
策
は
丁
寧
な
説
明
を

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
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▲対応が求められる空き家
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（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

西嶋　陽代議員
にしじま　   はるよ

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

●
コ
メ
の
収
量
・
品
質
対
策
　

問　
厳
し
い
暑
さ
に
も
対
応
で
き
る
「
南

海
１
８
９
号
」
ひ
な
た
舞
の
農
家
へ
の
栽

培
指
導
は
。

答　
栽
培
技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

令
和
９
年
産
よ
り
本
格
的
に
苗
の
供
給
が

さ
れ
る
。

問　
イ
モ
チ
病
に
強
く
、
舞
い
上
が
る
ほ

ど
の
美
味
し
さ
で
、
神
楽
の
舞
を
連
想
さ

せ
る
「
ひ
な
た
舞
」
の
Ｐ
Ｒ
は
。

答　
暑
さ
に
強
い
品
種
と
し
て
、
水
稲
作

付
者
及
び
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

●
県
畜
産
試
験
場
再
編
計
画

問　
川
南
支
場
の
機
能
を
高
原
町
の
本
場

に
集
約
し
、
ス
マ
ー
ト
農
畜
産
業
や
気
候

変
動
へ
の
対
応
予
定
計
画
は
。

答　
事
前
説
明
は
あ
っ
た
が
具
体
的
な
協

議
等
は
実
施
し
て
い
な
い
。

●
水
資
源

問　
畑
作
営
農
に
つ
い
て
ど
う
推
進
し
て

い
く
の
か
。

答　
散
水
器
具
の
貸
出
、
実
演
会
や
展
示

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て

会
等
を
実
施
し
水
の
利
用
促
進
を
啓
発
し

て
い
く
。　

問　
自
然
災
害
に
対
応
で
き
な
い
下
川
原

の
井
堰
の
対
応
は
。

答　
多
額
の
修
繕
と
な
る
の
で
、
費
用
の

一
部
を
町
の
維
持
管
理
費
で
対
応
す
る
。

●
飼
料
費
・
資
材
費
高
騰
対
策

問　
畜
産
、
園
芸
農
家
の
経
営
維
持
に
か

か
る
支
援
策
は
。

答　
国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用

し
、
畜
産
飼
料
高
騰
対
策
支
援
事
業
、
和

牛
繁
殖
経
営
緊
急
対
策
支
援
事
業
、
園
芸

農
家
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対
策
事
業
を
実

施
す
る
。

問　
素
牛
導
入
支
援
は
。

答　
昨
年
同
様
、
和
牛

次
世
代
確
立
対
策
事
業

や
肥
育
農
家
導
入
支
援

対
策
事
業
を
実
施
し
て

い
く
。

●
職
員
の
労
働
環
境

問　
ス
ト
レ
ス
に
係
る

相
談
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答　
毎
年
度
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
本
人
へ
個
別
に
通
知
し

て
い
る
。

●
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

問　
令
和
４
年
か
ら
現
在
ま
で
の
町
の
対

応
は
。

答　
県
と
の
意
見
交
換
、
地
元
・
事
業
者

・
県
・
町
の
４
者
に
よ
る
協
議
を
実
施
。

問　
住
民
の
不
安
は
解
消
さ
れ
た
か
。

答　
法
的
強
制
力
が
な
く
、
未
承
認
の
県

外
の
産
廃
を
搬
入
し
て
い
る
状
況
。
不
安

は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

問　
町
道
の
拡
幅
は
。

答　
事
業
費
が
膨
大
に
な
り
、
通
行
止
め

も
発
生
す
る
。
協
議
の
上
、
離
合
の
為
の

待
避
所
を
３
カ
所
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
３
０
０
ｍ
以
内
に
１
カ
所
。
２
カ
所

は
申
請
済
み
。

問　
工
事
に
係
る
財
源
は
。

答　
事
業
用
地
の
調
査
・
用
地
買
収
及
び

待
避
所
の
設
計
、
工
事
費
等
の
費
用
は
事

業
者
が
負
担
。
舗
装
等
の
規
格
も
町
道
に

準
じ
る
。

問　
県
の
第
４
次
環
境
基
本
計
画
に
つ
い

て
町
の
対
応
は
。

現
場
の
声
を
か
た
ち
に

現
場
の
声
を
か
た
ち
に

答　
隣
接
３
県
か
ら
排
出
さ
れ
た
産
業
廃

棄
物
で
あ
っ
て
、‘

優
良
産
廃
処
理
業
者’

が
関
与
す
る
と
い
う
前
提
。
県
へ
し
っ
か

り
、
要
請
し
て
い
く
。

●
通
学
バ
ス
運
行
の
安
全
対
策

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ほ
ほ
え
み
館
駐
車

場
の
配
置
や
乗
り
場
確
保
は
。

答　
ス
ク
ー
ル
バ

ス
・
保
護
者
の
迎

え
の
車
両
・
学
童

保
育
の
車
両
の
停

車
場
所

を
指
定

す
る
。

問　
待
機
場
所
・
屋
根
が
必
要
だ
が
。
旧

中
体
育
館
の
雨
ど
い
を
修
理
し
て
ほ
し
い
。

答　
場
所
は
設
定
す
る
が
、
待
機
場
所
は

設
置
し
な
い
。
雨
ど
い
の
修
理
に
つ
い
て

は
、
体
育
館
の
在
り
方
を
含
め
て
考
え
て

い
く
。

●
道
路
損
傷
通
報
シ
ス
テ
ム

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
道

路
の
損
傷
が
通
報
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
ど
う
い
う
所
ま
で
対
応
で
き
る
の
か
。

答　
道
路
・
公
園
の
損
傷
、
街
路
樹
の
倒

木
、
動
物
が
死
ん
で
い
た
場
合
も
対
応
で

き
る
。
匿
名
で
も
可
。

▲勢ぞろい、スクールバス

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
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総
務
経
済
常
任
委
員
会

総務経済常任委員会　行政調査
１．目　的
　　　今回の行政調査では、庁舎建設と空き家促進活用事業、学校跡地利用（集落活動センター）について、調
　　査を行った。
２．期　日　令和７年１０月２１日（火）～２３日（木）
３．調査先・調査項目　
　　　大分県津久見市・・新庁舎建設の経緯と概要
　　　高知県津野町・・・新庁舎建設及び学校跡地利用（集落活動センター）
　　　高知県梼原町・・・空き家活用促進事業及び学校跡地利用（集落活動センター）

　①【庁舎建設】「負担を抑え、命を守る」拠点づくり
　　　各市の「財源確保」と「防災機能」の工夫を対比して報告します。

津久見市 津野町

・総事業費約４１.５億円（実質負担１５億円）
・住民投票を経て「港湾埋立地」への建設を決定。
・過疎債７％、緊急防災・減災事業債８８％、一般
　単独事業債４％、庁舎基金１％　過疎債及び緊防
　債は約７０％が交付税対象。
・総務省へ粘り強く働きかけた結果、「緊急防災・
　減災事業債」を適用。
・「お化け屋敷みたいな庁舎」として動画を公開。
　ＮＨＫ等で取り上げられ、YouTubeの活用で、
　約５，５００万円相当の広告効果を生み、ふるさ
　と納税増額に貢献。

・総事業費１９.２億円
・「Nea r l y  Z E B」認証を取得し、電気使用量を
　７５％削減する設計。
・ＺＥＢ補助金（１.６億円）や合併特例債（１０億
　円）、まちづくり基金（２.７億円）、森林環境譲
　与税（１億円）、一般財源５，０００万円を活用。 
・執務室の無線ＬＡＮ化やフリーアドレス対応など、
　将来の組織変更にも柔軟な設計。 
・新庁舎移転時、段ボール詰めや整理作業を職員自
　ら行い、コスト削減とスムーズな移行を実現。
  

住民投票で建設場所を決定し、知恵で勝ち取った財源 各種事業を導入し、負担とコスト削減

〈①のまとめ〉
　　　津久見市では、国や県を使った財源確保と建設計画が、市の自己負担を最低限に抑えた庁舎建設に大き
　　く寄与し、かつ市民のニーズが反映された市政となっていた。
　　　津野町は財政規模や人員体制、町民の意見を考慮しながら、現実的な運営を行っており、また環境に配
　　慮することで補助金も得られ、総事業費とランニングコストも抑えられていた。

１０ 議会だより　たちばな　

▲津野町庁舎

▲大人４人が同時に
　避難できる階段

▲間仕切りのない
　執務室

▲津久見市庁舎建設現場

▲新庁舎耐震性能の要
　となる免震装置

　１Ｆ
　・町民課
　・健康福祉課　
　・会計管理課
　２Ｆ
　・観光推進課
　・産業課
　・まちづくり推進課
　・総務課
　・町長室等
　３Ｆ 
　・議会事務局・議場等



②【空き家活用】梼原町に学ぶ「町負担ゼロ」の戦略

　「住む場所がないための人口流出」を防ぐ具体的解決策として報告します。 
　・空き家活用促進事業（地域にある空き家の資源を有効活用し、移住定住者の受け皿づくりを進め、地域の
　　活性化・集落の維持につなげる。）
　・事業内容
　　国の空き家対策総合支援事業補助金が２分の１、県の高知県住宅耐震化促進事業補助金が４分の１出るよ
　　うな、残りの改修費用の４分の１を将来借り手が負担するしくみである。町が持ち主から１０～１２年無
　　償で借り上げ、国・県の補助金を活用して水回りと耐震を中心としたリフォームを行い、移住者に
　　月額２５，０００円で貸し出し、この間の固定資産税を減免している。
　・実質負担の解消：入居者からの賃料収入で、町の持ち出し分を相殺し、最終的な町負担を０円にする仕組
　　みである。 
　・成果：令和７年６月時点で累計５９棟がすべて
　　　　　入居中という稼働率であった。

　他の補助金
　　　町産材利用促進事業、若者定住住宅整備事業、
　　　がけくずれ住家防災対策事業、浄化槽設置整備
　　　事業、新エネルギー施設導入事業、木造住宅耐
　　　震設計・改修事業、飲料水確保対策事業。

③【学校跡地・集落活動センター】「住民が主役」の地域再生

　　廃校をどう守り、どう稼ぐ場に変えるかを調査しました。
　　・津野町「精華」：廃校のランチルームを拠点に、草刈り作業の受託などを収益事業化。 
　　・梼原町「はつせ」：韓国交流から生まれた「鷹取キムチ」を商品化し、韓国式サウナやレストランなど
　　　を事業を拡大し、雇用を創出してきた。 
　　・共通の課題：活動を支えるリーダーの高齢化と、次世代への継承。

　〈②と③のまとめ〉
　　　梼原町では、町が空き家を借り上げ、移住者に貸出すしくみにより、住宅確保と財政負担の軽減を両立
　　する取組が行われています。また集落活動センターでは、福祉支援から地域産業、雇用作りへと発展し、
　　住民主体のまちづくりが進められていました。一方で、担い手不足や次世代への継承といった課題も見え
　　てきました。人口減少時代における持続可能な地域づくりの重要性を改めて感じました。

　〈全体をとおしての考察〉
　　　これらの事例を参考に、本町でも財政負担の少ない庁舎建設、住まいや働く場所の確保、地域の担い手
　　づくりをすすめ、人口流出を防ぐ具体的な施策の検討及び実行に取り組むよう当局に働きかけていきます。
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▲梼原町空き家活用促進事業研修の様子
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▲集落活動センター「はつせ」が運営している
　韓国式レストランとサウナ「チムジルバン」

▲集落活動センター「はつせ」



１．目　的
　　　学校統廃合や病院経営に関する課題に対し、他自治体の先進的な学校運営に関する取組や病院経営の考え
　　方について調査を行った。
２．期　日　　令和７年１１月１２日（水）～１３日（木）
３．調査先・・長野県上水内郡信濃町
４．調査項目・町立病院について、小中一貫校及び義務教育学校について、公共施設の視察

①町立病院について
　　諸事情により病院内部の視察は行えなかったが、互いの町立病院の現状と今後についての情報交換を主とし
　て行った。
　◎一般会計（他会計）からの繰入金について
　　一般会計からの繰入金に関して、基準外繰入金が約１億円を超える年度もあった。基準外繰入金を病院に対
　　して行っていることに関して、町民から苦情や意見はないかとの質問に対して、特にないとの回答であった。
　　信濃町内に信越病院の他に歯科医院が３軒と県境に診療所が１軒となっており、信越病院が町民の生命線に
　　なっている為ではないかと推測される。
②小中一貫校及び義務教育学校について
　　高原町立小中一貫教育校が２０２６年４月に開校し義務教育学校を目指すにあたり、先進的な取組を行って
　いる信濃町立信濃小中学校の取組事例や課題や、小中一体型の学校施設について視察を行った。
③公共施設の視察
　　信濃町内の教育委員会管理の公共施設３か所の視察も行った。
　◎ナウマンゾウ博物館　◎一茶記念館（小林一茶の生誕地）　◎黒姫童話館・童話の森ギャラリー

〈まとめ〉
　　信濃町は高原町と人口・予算規模がほぼ同等の町であり、町の課題も人口減少や財政状況など高原町と似た
　部分が多いと感じた。
①町立病院について
　　信濃町唯一の病院として町民の医療にどのように応えるかを考えて病院経営にあたっていた。
　高原町立病院においては近隣の病院軒数などの状況は異なるが、他の病院と連携して公立病院として求められ
　る医療提供を行いながら健全経営に向けた施策が必要と感じた。
②小中一貫校及び義務教育学校について
　　信濃町では校舎の増改築について起債や補助金を活用し、町財政の負担軽減に努めていた。
　通学支援について、各地区の児童・生徒の人数に応じて効率的な運用を行っていた。本町においてもバスにこ
　だわらず、費用負担軽減のためにも利用する児童・生徒の人数に応じてスクールタクシーの活用も選択肢の一
　つではないかと思う。
③公共施設の視察
　　郷土の歴史や自然を活かした公共施設で、平日であったが一般来館者の姿もあり堅実に運営されていた。本
　町においても天孫降臨と初代神武天皇生誕地、御池や皇子原など郷土の歴史と自然があるので、これまで以上
　に認知度を上げる施策が必要であると思う。
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▲野尻湖ナウマンゾウ博物館▲信濃町立信濃小中学校
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７日

13日

29日

30日

27日

30日

４日

20日

18日

４日〜

９日

８日〜

子牛品評会

市町村議会議員特別セミナー

議会だより編集委員会

にしもろ産学金官交流会

議会運営委員会

全員協議会

臨時議会

議会の在り方検討特別委員会行政調査

県町村議会議長会全議員研修会

西諸県市郡議会議長会議員研修会

子牛品評会

ＪＡ各部会代表との意見交換会

議会運営委員会

全員協議会

3月定例会

議会の在り方検討特別委員会

県知事との意見交換会

　この度、全国町村議会議長会より、功労ならびに特別功労賞を

頂くことができました。これはひとえに、皆さまのご理解とご支

援があればこそで、心より感謝申し上げます。私の一番の思い出

といえば、全国で市町村合併が進む中、ここ高原町でも議会を二

分し、意見をぶつけ合ったことです。私は今日まで常に前向きに、

信念を持って物事に向きあってきたつもりですし、今後も変わる

ことはありません。

　高原の議員は、皆さん勤勉で明るく闊達な方

ばかりです。これからも足元だけでなく国内は

もちろん、世界に目を向け自己研鑽に励み更な

る高みを目指してほしいと願っています。

全国町村議会議長会表彰　全国町村議会議長会表彰　

議員と語ろう会　を開催します。
期　日

４月２０日（月）

４月２１日（火）

４月２２日（水）

４月２３日（木）

狭野体育館 ※どの会場でも参加できます。
ご都合の良い日に是非ご参加ください。
※グループに分かれて行います。
※テーマ
　　高原町のまちづくりを考える。

午後７時００分
　　　～
午後８時３０分

後川内体育館

広原体育館

ほほえみ館中研修室

場　所 時　間 備　考

※請願・陳情を出される方は６月２日（火）までにご提出下さい。

詳細は町公式ホームページにて
高原町議会事務局　☎４２-５１３８

６月定例会は
本会議は午前１０時開会

6月10日（水）～
ＹｏｕＴｕｂｅにてライブ配信をしております。
チャンネル登録をお願いします。

（質問者数により日程が決まります。）

◇三股町議会と「議会運営の諸問題に
　ついて」の合同研修を行いました。

◇「ハラスメントのない職場をめざして」
　  について研修しました。

◇西諸広域行政事務組合消防本部の業務
　について研修しました。

◇物価上昇の影響による農業経営の現状と
　課題について意見交換を行いました。
　（園芸関係、畜産関係、ＪＡ）
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令和８年１月２２日 令和８年１月２９日

令和８年１月３０日 令和８年２月２０日

令和８年１月２２日 令和８年１月２９日

令和８年１月３０日 令和８年２月２０日
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全
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令和８年１月１日～３月３１日まで

議会を
傍聴

しませ
んか？議会を
傍聴

しませ
んか？
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※その他、議長については議長用務があります。
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あなたの夢を応援します!!あなたの夢を応援します!!

　今年度、高原町内の４つの小学校と２つの
中学校が閉校となり、長い歴史に幕を下ろし
ました。
　それぞれの学校では、地域や卒業生・児童
・生徒、保護者の皆様の想いが込められた記
念誌が作成されており、その一つ一つに深い
愛情と歩みが刻まれていました。その記念誌
の思いを取材させて頂きました。
　ご協力頂きました皆様ありがとうございま
した🙏

　今年度、高原町内の４つの小学校と２つの
中学校が閉校となり、長い歴史に幕を下ろし
ました。
　それぞれの学校では、地域や卒業生・児童
・生徒、保護者の皆様の想いが込められた記
念誌が作成されており、その一つ一つに深い
愛情と歩みが刻まれていました。その記念誌
の思いを取材させて頂きました。
　ご協力頂きました皆様ありがとうございま
した🙏

狭野小学校 閉校記念事業実行委員会（記念誌部会）狭野小学校 閉校記念事業実行委員会（記念誌部会）

高原小学校 閉校式実行委員会（記念誌制作部）

後川内小・中学校 閉校式実行委員会（記念誌担当） 広原小学校 閉校式実行委員会（記念誌部会）

高原中学校 高原中学校閉校式実行委員会（記念誌担当）

閉校記念誌作成取材を通して寂しさだけでなく、未来への期待や不安など様々な想いが交差している事を改めて感

じました。こうした想いを過去で終わらせず、教育や地域作りへつなげていく事が必要です。子供達の未来のため、

議会として教育環境の充実と地域の絆を守り、責任を持って取り組んでまいります。　　　編集委員　山 下 香 織

◎後川内小・福留 憲昭（校長先生）・今西 隼人（教頭先生）
◎後川内中・中川 浩伸（校長先生）・水間 周作（教頭先生）
　　　　　・入木 信次 （ＰＴＡ会長）

　・武田　 透（校長先生）・田代 見ニ（教頭先生）
　・元明 吉文 （PTA会長）・大迫 恒作・村田 智代
　・岩元 省太・齊藤 美由紀

　・西岡 雅弘（校長先生） ・柏木 友和（教頭先生）
　・下村 善敏（PTA会長）・山崎 史織（高原中学校生徒会2年） 

・東　 篤志（校長先生）・松吉 啓ニ（教頭先生）
・高原 心太郎 （ＰＴＡ会長）・ 脇田　 悠（記念誌部会部長）

　この記念誌を見て、『昔

はこんなだったよね』と懐

かしさを感じていただけた

らうれしいです。

　これからも、この後川内

の伝統や想い

が風化するこ

となく、次の

世代へと受け

継がれていく

ことを願って

います。

　学校が新しくなる、とい

う実感がないのかな、と思

います。生徒会に入ってい

るからこそ、たかはる学園

をより良くしていきたいと

思っています。

　記念誌を通して、生徒の

みんなにも、新しくなる、

という事を感じてほしいで

す。

編集後記編集後記編集後記

👈高原小
ホームページ

　ＰＴＡを中心に一生懸命取り組みました。約１４０年の

歴史をまとめるのに苦労しましたが、皆様の温かいご協力

に支えられ、記念誌が完成しました。HP もあるので、よ

かったら、見てください。

　１５１年の歴史を締めくくっ

た広原小学校。これまで受け継

がれてきた伝統や想いを大切に

しながら、新しい学校でもそれ

ぞれが前を向いて頑張っていっ

てほしいと願っています。

　制作にあたり、多くの方々か

　　　ら写真のご提供やご協力

　　　をいただき、心より感謝

　　　申し上げます。

　　　　゛ＰＴＡ会長の

　　　　　　メッセージ

　　　　　　 広原小バンザイ ゛

　閉校にあたり、寂しさや虚しさを
感じているのは、大人の方が多いの
かもしれません。一方で子どもたち
は、新しい学校での生活に期待を寄
せ、楽しみにしています。
　だからこそ大人たちは、その子ど
もたちをしっかりと支え、誰もが安
心してなじめる環境を整えていくこ
とが大切だと考えています。
　これからもしっかりとサポートし
ていきたいと思っています。
　　゛ＰＴＡ会長のメッセージ
　　　　　子どもファースト ゛

文字数の都合により、すべてのメッセージを

掲載できなかったことをお詫び申し上げます。

お 詫 び

・津曲　 健（校長先生） 
・新名 祥弘（教頭先生）
・林　 雅仁 （ＰＴＡ会長）
・坂口 浩教 ・増田 雅弘
・鳥集 悠平・宮地 隆史 
・河原 啓志
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